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料の開発と相俟って，深絞りとしごき加工による DI（Drawing and Ironing）缶や，絞り
と再絞り加工による DR（Drawing and Redrawing）缶の量産を含めた製缶技術が確立す
る。図２に DI加工の概念の一例を示す。
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図２ 缶胴の深絞りとしごき（Drawing and Ironing）加工の概念図5)












































耐火レンガ 115×230×65 mm 20個



















































(a) 表面塗料樹脂の燃焼 (b) 薄肉部の溶融 (c) 溶融状態（溶湯）
図６ アルミニウム空き缶の溶解過程の例






































缶の種類 平均重量 数 量
135 ビール缶 10.95 g 1本
250
ジュース缶 15.16 g 2本
その他 15.56 g 1本
300 ジュース缶 18.10 g 4本
350
ビール缶 15.89 g 7本
ジュース缶 17.18 g 3本
500 ビール缶 19.23 g 2本
















(a) 砂 型 (b) 作 品
図10 砂型とレリーフ作品10) 図11 鋳込み風景
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８ おわりに
学校教育現場での取組みを想定し，身近な飲料用アルミニウム空き缶の溶解および鋳造
について，資源およびエネルギー学習題材としての立場からその意義と発展的展開の可能
性について具体的に検討した。以下のようにまとめられる。
○ものづくり学習題材としての製缶技術およびその技術史と生活との関わりとともに，
材料の改善（改質）と加工技術の進歩に関する展開の可能性を示した。
○身近な材料を用いた比較的安価な組立て式の溶解用ガス炉を提案し，それを用いた再
生アルミニウムインゴット製造までの安全操業に関わる留意点を解説した。
○アルミニウム空き缶から再生地金としてのインゴット製造までの実地学習に内在する
資源およびエネルギー学習題材としての意義と有効性を示唆した。
○鋳型の製作を含む鋳造加工への実践拡大により，学習意欲を高めたものづくり学習や
作品制作への取組みの可能性を示した。
授業実践に際しては，指導時間や安全性の確保などの多くの解決すべき課題があると思
われる。特に，安全面では，多人数を対象とし，しかも，高温器材の操作を含む取組みと
なるため，徹底した注意喚起と教員の習熟した指導力が求められる。
本題材は多くの学習要素を含むため，学習目標の焦点化が重要となるが，子どもたちに
とって極めて身近である飲料用空き缶を題材としているために，その製缶，溶解，再資源
化，エネルギー消費等に関わる諸事項を体系的，かつ，実感を伴って学習させることがで
きる。この学習が，「生活と科学技術」，さらには，「人類と文明」に関わる教科を超えた
概念形成へと発展する糸口となることを期待したい。
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